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1. 本稿の構成 
 本稿は、全 13章の 6部構成である。全体は、研究の位置付けを述べる導入部、時を表す
語彙について語彙体系論の観点から述べる第Ⅰ部および第Ⅱ部、語の意味変化の方向性か
ら述べる第Ⅲ部、計量語彙論の観点から述べる第Ⅳ部、結論と今後の展望を述べる終結部
の六つの部からなる。その各部は、13 の章で構成されている。以下、各章の概要について
記す。 
 
2. 各章の要旨 
第 1章 本研究の目的と意義 
本研究の目的・方法を述べる。また、語彙研究史を概観し、その問題点・課題を踏まえ
た上で、本研究の意義を示す。 
 
第 2章 時を表す語彙の外延と史的変遷の概観 
時を表す語彙に関する先行論を踏まえた上で、本稿でいう「時を表す語彙」の範囲を設
定する。その上で『分類語彙表―増補改訂版』（2004）や『日本古典対照分類語彙表』（2014）
などのシソーラスを活用して、時を表す語彙の史的変遷の概観を示す。 
 
第 3章 類義語との関係から見たコノゴロの変遷 
時を表す語彙の中で近過去を表す高頻度語としてコノゴロを取り上げ、その史的変遷を
述べる。また、各時代でコノゴロの類義語となるコノホド、コノヂュウなどを取り上げ、
指し示す時の性質や語が用いられる文章の性質にコノゴロとの相違点が見られることを述
べる。 
 
第 4章 時を表す語彙におけるチカゴロの位置 
近過去を表す語として現代まで使用されているチカゴロの史的変遷を述べる。中世後期
～近世にかけて程度の強調を表すとする先行論を踏まえつつ、その期間にも時を表すチカ
ゴロは用いられており、その点で中世前期から一貫して近過去を表す語の一角を占めるこ
と、各時代の類義語によってその文体的特徴に変化は見られるものの、一貫して和語語彙
と漢語語彙の中間であることを類義語との関係に言及しながら述べる。 
 
第 5章 「最近」の意味の変遷 
元来は天文用語として空間的意味を担っていた「最近」が、「三年間」などの期間を表す
語を伴って用いられるようになり、やがて単体で近過去を表すようになる過程を、近代の
天文関係の資料や雑誌を用いた調査を通して述べる。 
第 6章 近代における「最近」の隆盛と「近時」の消長 
近代に近過去を表す語へと意味変化を見せる「最近」が、類義語の「近時」を抑えて定
着する過程を示す。また、言文一致の確立という当時の社会背景下で「近時」は文語資料
に偏って用いられ、かつ資料のジャンルも限定されていたのに対し、「最近」はそのような
偏りの見られないことが二語の定着度合いの差につながることについて述べる。 
 
第 7章 「近日」の語誌 
近未来を表す語として「近日」を取り上げ、近過去と近未来の意味を持つ語が近世～近
代にかけて近未来のみを表すに至る過程とその要因について述べる。 
 
第 8章 「近々」の語誌 
近未来を表す語彙として「近々」を取り上げ、元々は空間的意味を担っていたチカヂカ
とキンキンが近世～近代にかけて近未来を表す語彙に組み込まれるまでの過程と要因につ
いて述べる。また、中古では「近々」のような近未来専用の語彙は乏しく、コノゴロやイ
マが文脈に応じて近未来を表すという古代の近未来を表す語彙の様相についても述べる。 
 
第 9章 時を表す語における意味変化の方向性―サキザキを中心に― 
過去から未来への稀有な意味変化を見せるサキザキを取り上げ、その変化の過程を述べ
る。また、その要因としてサキやアトといった時空間語彙の体系の変化があることを指摘
し、時を表す語の意味変化の方向性に関する傾向が近代の方が顕著であることも述べる。 
 
第 10章 時間的意味から空間的意味への意味変化の可能性―「端境」の変遷を通して― 
語の一般的な意味変化の方向性の一つとして挙げられる、空間的意味から時間的意味へ
の方向性とは逆行する用例の分布を見せる「端境」の史的変遷を記述する。その分布や個々
の用例の分析、類義語の「端境期」の使用状況から、「端境」が時間的意味から空間的意味
への意味変化には該当しないことを述べる。 
 
第 11章 近世～近代の口頭語資料における時を表す語彙 
近世～近代の口頭語資料の語彙調査を通して、当該時期の口頭語資料に見られる特色と
して、太陽の運行に基づいて一日の中を区分する語彙が豊富であることについて述べる。 
 
第 12章 近代における時を表す語彙の諸相 ―『欧洲奇事花柳春話』と『通俗花柳春話』の 
対照から― 
近代における文体の異なる二種の翻訳小説の語彙調査を通して、『欧洲奇事花柳春話』にない表
現が『通俗花柳春話』で補われる際には、汎時代な語が用いられやすいことなどを述べる。 
 
第 13章 結論および今後の展望 
第 3章～第 12章までの内容を踏まえて、近過去を表す語彙と近未来を表す語彙の変遷が
非対称的であること、空間的意味から時間的意味への意味変化が時を表す語彙に属する語
の交替に強い影響力を持つのに対し、過去から未来へといった正反対の意味への変化は稀
であり、それは近代以降に顕著になることなどを指摘した上で、それらを踏まえた時代区
分の設定を行う。そして、それらを踏まえて本稿の課題や今後の展望について述べる。 
